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宿泊プログラム開催に向けて ボランティア説明会を実施しました。 （2020.11.20・12.6） 
 

 

宿泊プログラム実現に向けて大切なのは、介助ボランティアの確保です。新型コロナウイルス 

感染拡大の影響により、現段階では宿泊プログラム開催のめどがたっていませんが、介助者を募

る目的だけではなく、本プロジェクトに興味・関心をもっていただき、一緒にプロジェクトを盛り上

げてくださる方を集めるべきだと考えました。 

そこで、2020.11.20、12.6の 2回、これまでじりたまの活動にご協力をいただいている方々

に、ボランティア説明会を実施しました。ボランティア説明会には、福島のメンバーも参加しました。     

宿泊プログラムの概要を説明させていただき、具体的にどのような介助が必要になるかなどを、

ディスカッションしました。 

 

 

ボランティア説明会 出席者より 

・ボランティア団体といっても、目的は様々。主に介助ボランティアを募集するのであれば、 

介助の経験がある団体などに呼びかけた方が良いように思う。 

・平日開催だとボランティアが集まりにくいのではないか。 

・プロジェクトに協力をしたいと思っていたが、具体的な内容がイメージできていなかったので、今回 

 知ることができて良かった。 

 

 

このプロジェクトは、参加者同士のエンパワメントも大切にしています。障害の有無や、支援する

側・される側の関係性だけではなく、このプロジェクトに関わってくださる方全員で盛り上げていけ

たらと思います。 

 報告書をご覧いただいている皆さん、一緒に本プロジェクトを盛り上げませんか？「もう少し宿泊

プログラムについて聞いてみたい。」、「介助ボランティア以外は募集していないの？」など、ご興味 

・ご関心を持ってくださった方には、あらためてご説明をいたします。 

ぜひご連絡をください!!お待ちしております！ 

 

宿泊プログラム・ボランティアに関するお問い合わせは 

自立生活センター 自立の魂 ～略して じりたま！～ 

 

所在地：〒231‐0052 横浜市中区英町3‐4 

TEL：045‐341‐3698  E-mail：ctm＠jiritama.jp 

URL：http://www.jiritama.jp/ 担当：小野 岩切 
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参加者紹介 

 

 

◇障害者エンパワメントプロジェクト 2020 第 3回オンラインプログラム  
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「未来ではなく、今をともに生きるために～相模原障害者殺傷事件から 4年～」 

 

上映「生きるのに理由はいるの？ ～津久井やまゆり園事件が問いかけたものは…～」 

                 予告編  

 

 

 

事件に至る迄の植松聖（うえまつ さとし）被告の足跡をたどり、何故このような事件を 

起こしたのか？植松被告の主張とはどのようなものか？ 

衆議院議長への手紙の内容を紹介する。「 私は大量殺人をしたいという狂気に満ちた発想で今回の作戦を、提案を上げる訳 

ではありません。 全人類が心の隅に隠した想いを声に出し、実行する決意を持って行動しました。」 

事件直後、追悼集会で読まれた被害者の姉の手紙には、「この国には優生思想的な風潮が根深くありますし、すべての命は存在する

だけで価値があるということが当たり前ではないので、とても公表するわけには行きません」と書かれていた。植松被告と 20回以上

接見した、月刊「創」編集長 篠田 博之、元宮城県知事 浅野史郎、共同連代表  堀  利和のインタビューと山元加津子さんの作品 

「きいちゃん」の朗読を通して、事件が社会に投げかけた問題の本質に迫る。 

 

 

 2016 年 7 月 26 日、神奈川県相模原市にある津久井やまゆり園に入所していた 19 名の命が

奪われ、26人が重軽症を負った「相模原障害者殺傷事件」が起きました。2020年3月31日、事

件の犯人である植松被告に対して死刑が確定しました。私たちは、事件直後からこの事件の背景や

原因は、死刑囚となった植松被告個人だけの問題ではなく、優生思想を生み出している社会にある

のではないかと考え、「ともに生きる社会」について考え続けてきました。      

判決文では、「犯行動機の中核である被告人の重度障害者に関する考えは、被告人自身の本件施

設での勤務経験を基礎」として、津久井やまゆり園における入所者への対応状況が背景にあったこ

とは明言されましたが、裁判では植松被告個人の責任能力の有無に焦点が当たり、植松被告の 

「重度障害者は不幸しか作れない」、「殺した方が社会の役に立つ」という主張の背景や原因を深く

掘り下げられることはなく、結審しました。 

障害当事者団体で活動をしている参加者は、それぞれのかたちでこの事件へメッセージを発信

してきたと思います。今回のオンラインプログラムでは、発信をし続けてきた私達が、この 4 年ど

のような想いをもっていたのか。そのことを共有する時間にしました。 

 

 

  

 

津久井やまゆり園事件を映画化する制作集団（企画・制作 澤 則雄氏）が製作した、「生きるのに

理由はいるの？ ～津久井やまゆり園事件が問いかけたものは…～ 」予告編を上映しました。（公

式 HPに公開されているもの。）正式版を上映するには公式 HPより手続きが必要になりますが、 

この事件に至るまでの様子をたどり、そして裁判で何が語られたのかが、伝えられています。 

企画・制作をした澤さんは 1 つの作品としてではなく、映像を観た方々でこの事件について考え

る・ディスカッションをする、その為の資料として活用してほしいという想いから制作したそうです。 

みなさんもぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――映画説明――― 公式HPより転載   

https://peraichi.com/landing_pages/view/tsukuizyoeisyusai 
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講演 「互いの違いを知ることから始まる ともに生きる社会」  
 

 

今回お話をしていただいた杉浦幹さんは、相模原障害者殺傷事件後、「津久井やまゆり園事件を考

え続ける会」の一員として活動されています。杉浦さんには宿泊プログラムにもご参加いただく予

定でした。ともに生きる社会を考える上で色々な立場の方と対話をすることが重要と考えて、今回

は杉浦さんに事件への想いと、この 4 年間活動を通して感じること等をお話いただきました。ここ

からは、杉浦さんからのメッセージを一部紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この裁判に違和感を抱いている部分があります。多くの障害当事者のみなさんがおっしゃっ

ているように、植松死刑囚の責任能力の有無だけを問う裁判であったからです。やまゆり園に所

属した当初は、利用者はかわいい。という感情を抱いていた人が、（但し、「かわいい」という表

現はどうかと思う部分はありますが。）障害者は生きている価値がない。という気持ちに変化し

ていくわけです。判決文では、「犯行動機の中核である被告人の重度障害者に関する考えは、被

告人自身の本件施設での勤務経験を基礎」として、津久井やまゆり園における入所者への対応状

況が背景にあったことは明言されましたが、明らかにされていないことが多いまま結審してし

まいました。 

責任能力の有無だけを問う裁判は、過去に起きた事件にもみられます。（附属池田小事件（2001 年）、

宮崎 勤（東京・埼玉連続幼女誘拐殺人事件）など。）それから、裁判員裁判のある意味弊害なのでは

ないかと思いますが、一般市民が裁判員として参加することで裁判が簡略化されてしまう、そういっ

た前例になってしまうのではないかと心配しています。この社会と犯人がどういう関係性にあった

のか、津久井やまゆり園の中でどのような経験をして心境の変化に至ったかなどまでは掘り下げら

れず、わずか 1 ヶ月半程度でこの裁判は結審してしまいました。裁判員裁判で市民が司法にかかわる

杉浦
すぎうら

 幹
もとき

さん 

八百屋さんを営んでいた杉浦さんは、阪神淡路大震災後、支援物資を届けたのが始まりで

有機栽培をもじって「勇気野菜プロジェクト」を立ち上げ活動を展開。東日本大震災や、 

各地で起こる風水害後にも被災地へ直ぐに向かい支援を続けている。 

また、精神障害者の地域活動支援センターや、グループホームでの支援をしている。 

活動が多岐にわたる杉浦さんは、津久井やまゆり園事件後、「津久井やまゆり園事件を 

考え続ける会」の一員としても活動中。 

裁判が結審して想うこと 
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ディスカッション 

ことは大切なことだと思いますが、大切な部分がそぎ落とされてしまう。そんな危険性もあるという

認識は必要かなと感じています。 

 

 

 

『いつかはあなたの街のことに 原発と優生思想』という書籍に出会い、「今は福島（障害者）の

こと、いつかはあなたの街（自身）のこと」というメッセージを読んだとき、衝撃を受けました。

古井さんは、その先のことまで見通しをされているのだと。この言葉を常に大切にしています。 

 私自身も 1980 年代から、原子力発電の在り方には反対をしてきました。反対運動をする人の 

中には放射能の影響により障害を持った子が生まれる可能性があることを、反対する理由やロ

ジックにしている人達もいます。そのことには非常に違和感を抱いています。「障害を持った子

供は生まれちゃいけないの？」と。ともにいきる社会を大切にしたいのであれば、原発のこと、

そして障害のことを決して「他人ごと」にしてはいけない。「自分ごと」としてとらえなければ

いけないと思っています。 

 

 

 

講演後には、参加者で相模原障害者殺傷事件（津久井やまゆり園事件）について、ディスカッシ

ョンをしました。参加者からのメッセージを、まとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古井 正代さんの言葉 
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白石さん 

私は青い芝の会で障害当事者運動をしていました。1970 年代には、

神奈川県横浜市で母親が介護を苦にして、重度心身障害児のわが子

を絞殺した事件がありました。事件後、母親に同情する声が多く、

減刑を求める声も多く集まったのです。それに対し青い芝の会は反

対運動を起こし、厳正な裁判を求めました。被害者に障害が無い場

合、減刑の声は集まっていないはずです。これはまさに優生思想で

す。    

1996 年優生保護法は廃止されましたが、優生思想はいまだに世の

中に残っています。私達障害者は優生思想とは何かをきちんと理解

し、運動を続けていく必要があると思います。 

 

 

 

杉浦さん 

優生思想にバイアスがかかってしまう可能性はいつでもあります。 

それをきちんと見ていかなければいけないと思います。 

例えば、ヘイトスピーチを「本音で語れる人」と良い評価をしてい 

る人がいます。それは間違いです。世の中の色々なところに散ら 

ばっている、差別や偏見そういったものを拾い集めて無くしていか 

ければいけないと思います。 

 

 

 

秋元さん 

この事件で、被害にあわれた方々の名前が公表されないことはとて

も不思議です。事件が起きたときに「ここまで私達障害者は差別さ

れていたんだ。」と思い、町を歩いているときも、「怖い」とか、息

苦しさをいっぱい感じたんですよ。それと同時に、「差別はどこか

らくるんだろう。」とか、いっぱい考えたりはしているんですが、

やはり、裁判はあんなに早く終わってほしくなくて、もっと、もっ

と審議をして、なぜこのような事件が起きたのか検証すべきたった

と思います。 
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杉浦さん 

被害者の名前が公表されていないことに疑問を感じた方も多か 

ったのではないでしょうか。 

大切にしなければいけないことは、何が正しいか以前に、加害性 

と被害性両方を見ながら、この事件を検証していくことではない 

でしょうか。その為には被害にあわれた障害者の存在を無いもの 

にしてはいけないと思います。植松死刑囚に注目するメディアは 

多いですが、津久井やまゆり園で利用者はどのような生活をして 

いたのかなど、利用者の存在もきちんと見つめなければいけない 

と思います。加害性と被害性両方を意識しながら差別を他人事に 

してはいけません。 

 

 

 

小野 

杉浦さんのお話を聴いて、差別というのは色々な場面で見え隠れ

している。それに対して「それってどうなの？」と思えることが

大切だと思いました。これから私達はどういう想いを大切にして

いくべきなのか。杉浦さんにお聞きしたいです。 

 

 

 

杉浦さん 

まずは、半径 5 メートルの関係性から差別をなくすことだと思

います。隣の人と語り合うこと。2020 年 6 月 24 日には DPI 

日本会議、全国手をつなぐ育成会連合会、全国地域生活支援ネッ

トワーク、「ともに生きる社会」を考える神奈川集会・実行委員

会が、「障害者支援施設における利用者目線の支援推進検討部会

の設置についての要望書」（要望内容は DPI 日本会議 HP をご覧

ください。https://www.dpi-japan.org/blog/demand/）を神奈川

県知事に提出をしました。障害者運動の歴史的に見れば、青い芝

の運動が世の中に突き付けたものはとても大切だと思います。で

も大きい力ではなくてもよくて、むしろ近しい間柄だからこそ、

きちんと差別のことや色々な問題について語り合えることが、 

大切だと思うのです。 

https://www.dpi-japan.org/blog/demand/
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第 2部 宿泊プログラムについて 話し合い 

 

最後に 

杉浦さんは、お話の中で常に、「とはいっても現実は難しいよね…。と、本音とたてまえのよう 

なかたちで、自分達の心の中で受け止めてしまうのが一番危険だ。」とおっしゃっていました。 

相手の差別的言動に注視する前に、自身に潜んでいる差別的な意識に注意して生活をしていかな

ければいけないと感じました。 

 

 

 

◇宿泊プログラムの開催時期について 

 

じりたまの担当者間（事務局）で検討をした結果、宿泊プログラムの開催時期を 2022年夏季に 

延期させていただきたいことを福島の皆さんにお伝えしました。 

新型コロナウイルスワクチンの開発や接種が始まっていることに関しては前進していますが、 

日本での接種は、この報告書を作成している 2 月上旬の段階では、開始されておりません。この宿

泊プログラムはエンパワメントのみならず、福島から参加される方々の心と体のリフレッシュも目的

にしています。そのことを考えると、どう開催するかよりも、まずは、日本全国が新たな生活様式で

はなく、それ以前の生活に戻れるよう今はみんなで感染拡大防止に努めていきたいと考えました。 

福島の皆さんからはご了承をいただきました。話し合いであがった主な意見は以下のとおりです。 

 

□宿泊プログラム開催に向け、ゆめ風基金へ助成金を申請していると聞いているが、問題は 

ないのか。 

 

事務局：ゆめ風基金は申請段階で辞退をしている。助成は決定していない。開催日が正式に 

    決定すれば再申請となる。ただし、申請時点で今回申請をする予定だった、「サポート 

    V助成」が継続しているかは不明。その場合、新たな助成金を検討する必要がある。 

 

□延期後の、2021年 4月～22年夏季までの活動について 

・引き続きオンラインプログラムを実施したい。回数については未定。 

・福島からの参加メンバーが変更する可能性もある。 

 

 

 

2021 年 4 月以降もオンラインプログラムを開催予定です。宿泊プログラムは再度延期とし、

2022 年夏季に開催予定ですが、新型コロナウイルスの状況によりその都度判断をせざるをえま

せん。今回はじりたまのメンバーを中心に 2022 年夏季開催を決定しましたが、本来であれば、福

島から参加される皆さんの想いも大切にしなければいけません。2021年4月以降のオンラインプ

ログラムでは、宿泊プログラムの開催を話し合う時間も十分に設け、参加者全員で宿泊プログラム
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開催に向けて話し合いを進めていきたいと思います。 

本プロジェクト「チャリＴ」をご購入いただいた皆さん、ご寄付をお寄せいただいた皆さんには、い

まだ宿泊プログラム開催実現にいたらず、ご迷惑をおかけしておりますが、何卒ご理解の上、今後

ともご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

      

 

 

 

 

      

 


